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令和７年３月期〔週報第１０～１４週（３／３～４／６）〕 

 

１ 全数把握（速報値） 

１～５類感染症は，１０件（前月：１１件）だった。 

１類：なし 

２類：結核＝２件（肺結核１件，無症状病原体保有者１件） 

３類：なし  

４類：なし 

５類：ウイルス性肝炎（サイトメガロウイルス）＝1 件（５１歳男性，全身倦怠感、発熱、肝機能異

常） 

侵襲性肺炎球菌感染症＝１件（１歳９か月男児，発熱、咳、菌血症） 

梅毒＝５件 

（２２歳女性，無症状病原体保有者，HIV 感染症合併の有無(無)，性交，異性間，性風俗産業

の従事歴（直近６か月以内）有，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）不明） 

（３８歳男性，無症状病原体保有者，HIV 感染症合併の有無(不明)，性交，異性間，性風俗産

業の従事歴（直近６か月以内）無，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）無） 

（５３歳男性，早期顕症梅毒(Ⅱ期)，HIV感染症合併の有無(不明)，初期硬結（性器）、梅毒性

バラ疹，性交，異性間，性風俗産業の従事歴（直近６か月以内）無，性風俗産業の利用歴（直

近６か月以内）無） 

（２４歳男性，無症状病原体保有者，HIV 感染症合併の有無(不明)，性交，異性間，性風俗産

業の従事歴（直近６か月以内）無，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）無）  

（３９歳男性，早期顕症梅毒(Ⅱ期)，HIV感染症合併の有無(不明)，初期硬結（性器），鼠径部

リンパ節腫脹（無痛性），性交，異性間，性風俗産業の従事歴（直近６か月以内）不明，性

風俗産業の利用歴（直近６か月以内）有）  

麻しん＝１件（１歳女児，発熱(03月 10日出現)、咳、鼻汁、結膜充血、発疹(03月 13日出現)） 

 

     ※ＣＯＶＩＤ－１９について，令和５年５月８日から定点把握疾病となった。 
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２ 定点把握 （※注：先月期：５週間・前年同月期：４週間での比較） 

⚫ 定点把握疾病のうち週報疾病（インフルエンザ／ＣＯＶＩＤ－１９定点，小児科定点，眼科定点，

基幹定点）は１，６４８件（３２９．６件／週）で，前月期の２，１８９件（４３７．８件／週）

と比較し，週あたり比でやや減少している。 

⚫ 定点把握疾病のうち月報疾病（ＳＴＤ定点，基幹定点）は，４２件（前月は４７件）だった。 

 

【前月期比または前年同月期比で，報告数の多かったあるいは増減が顕著だった疾患】 

疾病名 報告数 前月期比較（週あたり比） 前年同月期比較（週あたり比） 

インフルエンザ ５０５件 
 （０．７０倍） 

※前月期は７２５件 
 

（０．２８倍） 

※前年同月期は１，４４４件 

ＣＯＶＩＤ－１９ ３６７件 
 （０．６３倍） 

※前月期は５８４件 
 

（０．８９倍） 

※前年同月期は４７６件 

ＲＳウイルス 

感染症 
９３件 

 （１．９４倍） 

※前月期は８０件 
 

（１．８６倍） 

※前年同月期は４０件 

Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎 
１８８件 

 （０．９４倍） 

※前月期は１９９件 
 

（０．７０倍） 

※前年同月期は２１４件 

感染性胃腸炎 ３１８件 
 （０．８２倍） 

※前月期は３８８件 
 

（２．４０倍） 

※前年同月期は１０６件 

伝染性紅斑 １２３件 
 （０．８７倍） 

※前月期は１４２件 
 

（ ― 倍） 

※前年同月期は０件 

 

３ 警報，注意報   

１０週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮・安足） 

         流行性角結膜炎（県東） 

       注意報：なし 

１１週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮・県南・安足） 

         流行性角結膜炎（県東）  

       注意報：なし 

１２週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮・県南・安足） 

         流行性角結膜炎（県東）  

       注意報：なし  

１３週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮・県西・県南・安足地区・県全体） 

         流行性角結膜炎（県東） 

       注意報：なし 

１４週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮・県西） 

         流行性角結膜炎（県東） 

       注意報：なし 

 


